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はじめに
17世紀中期に「オ女」 (laprecieuse)と呼ばれる女性たちが周囲の人々
の注目を集めていた頃，ソメーズ (AntoineBaudeau de Somaize) は，
当時，社会的現象となっていたプレシオジテに着目し，オ女を題材とする
いくつかの興味深い作品を著した。代表作として，オ女たちが好んで用い
る婉曲な表現と比喩を収録した『プレシューズ大辞典，またはサロン（閾）
の言葉を解く鍵』 (Legrand dictionnaire des precieuses ou la clef de 
la langue des ruelles, 1660), パリのみならず地方にも存在する数多くの
才女たちを紹介した人名事典というべき『プレシューズ大辞典』 (Le
grand dictionnaire des precieuses historique, poetique, geographique, 
cosmographique, chronologique et armoirique . , 1661)がある。こ
れら 2つの辞典は，プレシオジテの研究資料として評価され，‘ノメーズの
名を後世に残すことになった。
しかし，彼自身の生涯には今なお不明な点が多い。 CH. -L. リヴェ
は，ソメーズという人物はその作品によって知られるのみで，明らかなの
は，辞典の出版の時に彼がまだ若かったことだけであるという。 I) A. ア
ダンも，ソメーズがヽンャルル・ソレルやアントワーヌ・ボドゥロン・ド・
セヌセ (AntoineBauderon de Senece)と同一人物であるという仮説を
否定した上で，彼が1658年に出現し，ボワロベールに対する中傷文を書い
たこと，辞典を出版した時はまだ若く，後にマザランの姪であるコロンナ
元帥夫人 Oaconnetable Colonna)の秘書になったことを記すにとどめ
ている。2)
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さて，‘ノメーズは，モリエールの『オ女気取り』 (Lesprecieuses 
ridicules, 1659)の大成功に便乗して，オ女を主人公とするいくつかの喜
劇を書いたことでも知られている。その中の 1つである『真のオ女たち』
(Les veritables precieuses, 1660)は一幕散文の作品である。本論では，
ソメーズが17世紀に生きる人間の視点から「オ女」と呼ばれる女性たちを
どのように観察していたのか，そして，モリエールの喜劇を剰窃したと考
えられているこの作品に何か注目に値するものがあるのかどうか探るため
に，登場人物の言動を考察したい。
I '.ノメーズの「真のオ女たち」
この作品の考察を始める前に，‘ノメーズの考える「真のオ女」について
触れておきたい。オ女たちの人名事典である『プレシューズ大辞典』の序
文で，‘ノメーズの友人といわれる人物が，「オ女」という女性を理解する
ためには4種類の女性しか存在しないことを知る必要があると述べてい
る。3)これについて， R. プレは，‘ノメーズによる女性の4種類の区別とし
て次のように整理している。すなわち，「愚かで無知な女」 Oesignorantes 
betes), 「オ気走った無知な女」 Oesignorantes spirituelles), 「優美な
（粋な）オ女」 Oesprecieuses galantes), そして「真のオ女」 Oesvraies 
precieuses)である。4) この友人といわれる人物は「真のオ女」について
次のように記している。
4番目の女性は，自然が与えてくれたオ気 (l'esprit) に常に磨きを
かけ，あらゆる種類の学問に熱中したことによって，彼女たちの時代
の最も偉大な作家たちと同じくらい博識になり，詩や散文を書くこと
も，いくつかの美しい言語を話すことも身につけた女性たちである。5)
さらに，彼は，ソメーズが『プレシューズ大辞典』の中で「オ女」と称し
て話題にしているのは， 4種類の女性の中でも「優美な（粋な）オ女」と
「真のオ女」に分類される女性たちであるという。6)
それでは，『真のオ女たち』に登場するオ女たちはどうだろうか。題名
の通りならば，彼女たちも， 4種類の女性の分類において最高位に位置す
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る「真のオ女」と一致するはずである。ここで，‘ノメーズがこの作品の序
文で「真のオ女」に言及している部分を確認しておこう。ピュール神父の
戯曲『オ女たち」 (Lesprecieuses)をそっくり模倣しているとして，モリ
エールを痛烈に批判した後，彼は次のように述べている。
だが，『オ女気取り』の話はもう十分である。今や，真のオ女たちに
ついて一言申し上げる時である。しかも，申し上げたいことはただ，
私が彼女たちにこの名前を付けたのは，オ女たちに特有のものとされ
る言葉を彼女たちが本当に (veritablement)話しているからである
ということと，この題名によってあの名高い人々を話題にしようと思
わなかったことだけである。彼らはあまりにも諷剌に対して超然とし
ているので，彼らを作品に登場させようと思う作者の意図を人は見抜
くことができないのである。彼女たちをそのように名付けるいくつか
の理由はまだほかにもあったが，その理由は誰にも知られていないの
で非難されることはあるまい。7)
ソメーズがオ女たちの言葉遣いや話し方に大変な関心を抱いていたことは
いうまでもない。注意すべき点は，この作品に「オ女」として登場する女
性たちが，「オ女たちに特有のものとされる言葉を彼女たちが本当に話し
ている」が故に，「真のオ女」と名付けられていることである。したがっ
て，題名を字義通りに理解するのではなく，オ女たちを諷刺しようとする
作者の意図をこの作品から読み取る必要があるといえよう。
I 批判されるオ女たち
この劇の舞台はパリである。アルテミズ (Artemise) とイカリー
(lscarie) はともにオ女であり，彼女たちにはそれぞれ，ベアトリクス
(Beatrix), イザベル (Isabelle)という侍女が付き従っている。冒頭の場
面では，アルテミズが約束の時間を過ぎても訪れないので，イカリーが待
ちくたびれて苛立っている。アルテミズがようやく現れると， 2人はイカ
リー宛に送られて来た恋文を読みに書斎へと姿を消す。それまでの 2人の
会話を聞いていたベアトリクスは，オ女たちの話していた言葉を理解する
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ことができないという。
ベアトリクス ねえ，私たちの奥様たちは一体どういう言葉を話し
ているの？ 本当に，私にはあの隠語 (jargon)がちっともわからな
いわ。それでも，もしあんな風に話し続けなければならないのなら，
奥様たちは，あの言葉を習うように私たちに 1人の先生を付けて，私
たちがABCの初歩までもう一度戻るようにしてくれなきゃいけない
ゎ。
イザベル あなたは何て知識 Oumiere)が乏しいんでしょう，あ
なたの精神は何て暗いんでしょう！ オ女の家にこれほど長い間住ん
でいて，彼女たちの言い回し (style)の優雅さ (!'elegance) にまだ
全然染まっていないなんてことがあり得るかしら！
ベアトリクス ということは，私の見るところ，あなたも彼女たち
と同じくらいおかしいのね……8)
ベアトリクスにとって，オ女たちの用いる「隠語」は外国語と思われるほ
ど不可解である。それに対して，イザベルはオ女たちの言葉遣いにおかし
さを感じるどころか，好意的な態度を示している。ペアトリクスはさらに
続ける。
……あんな言葉は一部の女性たちの気まぐれ (lafantaisie)のみに
よって考え出されているのだから， 1人の女性が抗議をしてもおかし
く思われることはないわ。だから，あんな話し方ほど馬鹿げたものは
ないということをあなたに証明するために，私の覚えているものの中
から，私たちの本来の言語に全く反するいくつかの語をこれからいい
ましょう。9)
彼女が批判の対象とする語と表現は次の通りである。すなわち， 《un
lavement》（浣腸）が《lebouillon des deux sceurs》(2人姉妹のプイ
ヨン），《unmedecin〉（医者）が《unbatard d'Hippocrate》（ヒポクラ
テスの私生児），《lelit》（寝台）が《lesbras du vieil reveur》（年老い
た夢想家の腕）または《!'empirede Morphee》（モルフェウスの帝国），
《lespieds》（足）が《leschers souffrants》（苦悩しているもの），《le
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boire》（飲み物）が《lecher necessaire〉（必要なもの），《lepotage》
（ポタージュ）が《l'uniondes deux elements》(2つの要素の結合），
《Soufflezce feu.》（この火を吹いて起こしなさい。）が《Excitezcet 
element combustible.》（この燃焼性の要素をかき立てなさい。），《Donnez-
moi du pain.》（パンを下さい。）が《Apportezle soutien de la vie.》
（命を支えるものをもって来て下さい。），《Voilaune maison.》（あそこ
に家がある。）が《Voilaune garde necessaire.》（あそこに必要な守備
がある。），《lepot de chambre》（しびん）が《l'urinalvirginal》（けが
れのない尿器），《lemariage》（結婚）が《l'amourpermis》（許された
愛），《lesdents》（歯）が《unameublement de bouche》（口の家具調度），
《Ona longtemps balance a faire une chose.》（あることをするのに
長い間ためらった。）が《Ilest monte des incertitudes a la gorge.》
（躊躇するものが喉に込み上げた。），《Unefemme est jeune.》（女性が若
い。）が《Unefemme a des absences de raison.》（女性には理性が欠如
している。），《lesparavents》（衝立）が《destraitres》（裏切り者），
《lemiroir》（鏡）が《unpeintre de la derniere fidelite》（極めて忠実
な画家），《uneventail》（扇）が《unzephyr》（ゼピュロス），そして，
《uneporte》（扉）が《lafidele gardienne》（忠実な番人）と表現され
ることに彼女は抗議するのである。10)彼女がイザベルに次の 2つの表現に
ついて反論するところを見てみよう。まず，《lepot de chambre》（しび
ん）である。
……また，あなたが「けがれのない尿器」と呼んでいるしびんは，娘
と青年が「許された愛」，つまり，あなたのいうオ女たちの言葉によ
れば，結婚に陥った時でも，そう呼ばれると私に主張したいと思うほ
ど，あなたは強情なの?II) 
そして， 《uneporte》 （扉）である。
……もし万ー，妻に向かってひ゜しゃりと扉を閉めてから，その鍵をもっ
ているある嫉妬深い男が，その扉の合鍵をもっている女たらし Cun
galant)に謳されるとしたら，その男は，たまたまそのことを知って
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も，まだその扉のことを「忠実な番人」と呼ばなくてはならない
の?12) 
なぜ，オ女たちはこのような婉曲な表現を用いるのか。イザベルはベアト
リクスの質問に何も答えられない。そこへ，ラ・トーピニエール男爵 Cle
baron de la Taupiniere)の下僕であり，「オ人」 Clepr如ieux)であるフ
ランカン (Flanquin)が登場する。彼はベアトリクスに隠語を使用する
意義を次のように説く。
私たちが自分の考えを述べるために今用いている方法は，私たちと一
般の人々 Clecommun)とを区別するのに非常に役立つものであり，
全く物質 (lamatiere)の束縛から解き放たれていることを認めなく
てはなりません。13)
このように，彼は，オ女たちが他の人々に理解されない言葉遣いをする理
由を明確に述べている。プレシューな人々にとって，「隠語」は，自分た
ちが他の人々と区別されるように，また，自分の属する集団の仲間意識を
強めるために用いる 1つの手段である。ソメーズは，『プレシューズ大辞
典』の《MaximeVIII》（方針8)の項目で，オ女たちが意識的に他の人々
と異なる話し方をする理由を次のように説明する。
彼女たちはまた，ある考えが誰にでも理解される時，何の価値もなく
なると強く確信している。また，オ女たるものは，一般大衆 Cle
vulgaire)の手の届かない知識 (clartes)をもっている人々だけに自
分の考えが理解されるように，必ず庶民 Clepeuple)とは別の話し方
をしなければならないというのが，彼女たちの言葉を話す方針
(maximes)の1つである。14)
したがって，ベアトリクスが不満を募らせるのも無理はない。彼女は，オ
女であるアルテミズとイカリー，オ女に憧れるイザベルの 3人の仲間に入
れない孤立した存在だからである。「プレシューな言葉」を用いることは，
才女たちの仲間の一員である証しといえよう。また，「物質の束縛から解
き放たれている」というフランカンの言葉は，プレシューな人々が，事物
を抽象的に表現しようとする形而上学的な思考に知的な楽しみを見いだし
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ていたことを明らかにしているといえよう。
Il 裏切られるオ女たち
ソメーズは，『プレシューズ大辞典』の《Lois》 （掟）の項目で次のよ
うに書いている。
才女たちの掟は，流行を正確に守ること，新しいものに必ず愛着をも
つこと，個人的に文学サロンの常連 Cunalcoviste)を1人もつか，
少なくとも何人かの常連を迎えなければならないこと，サロン
(ruelle)を開かなければならないことにある……15)
このように，自分の家にサロンを開いてそこに客を迎えることは，オ女た
ちの守るべき掟の 1つとなっている。結果として，オ女を中心とする集団
が形成されるようになる。この点について， R. プレは，「オ女には，他の
プレシューな人々や作家たちとの交流，その周囲を取り巻く仲間が必要で
ある。プレシオジテは，似たもの Clesemblable)との結合，逆にいえば
異なるもの Cledifferent)との分離，したがって，集団内のある種の孤
立を前提とする。」16)と述べている。さらに，彼は，モンパンシエ嬢の『肖
像集』 (Galeriedes portraits)から，外部の人々に対するオ女たちの
「排他性」をよく表している次のような一節を紹介している。
ある集まりの中にオ女がたった 1人しかいない時，彼女は退屈で憂鬱
な状態のままひどく疲れてしまい，あくびをし，人がいってくること
に全く返事をしない。また，仮に返事をするとしても，話が全く的外
れで，彼女が考えながらものをいっていないことがわかってしまう。……
その集まりの中にもう 1人別のオ女がやって来ると，彼女たちは一緒
に冗談をいい合い，自分たちが最も強いわけではないことも考えない
で，隣の人を猛然と襲う。そして，誰もそれを免れることはなく，し
かも，それはかなり大胆に行われる……17)
『真のオ女たち』においても同様に， 2人のオ女が登場している。そし
て，オ女の掟の通り，彼女たちもフランカンに続いて 2人の男性を客とし
て迎える。ラ・トーピニエール男爵とプレシューな詩人のピコタン
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(Pico tin)である。それから，彼らの文学的なサロンの交流が始まる。モ
リエールとコルネイユの作品を批評したり，詩人の朗読する 2つの作品を
鑑賞する。オ女たちは詩人に対して賛辞を惜しまない。ところが，ある人
物の登場で事態が一変してしまう。イカリーの隣人で，プルジョワのグル
ヴァル氏 (M.Greval)が来訪するのである。彼は，以前から詩人のピコ
タンと面識があり，実は，ビコタンはデュリエ氏 (M.Durier)の下僕で
あると告げる。ここで，オ女たちを陥れる陰謀が発覚する。ピコタンとい
う似非詩人に一杯食わされたことに腹が立たないかとイカリーに問われ，
男爵は，騒されたのはむしろ才女たちであると次のように白状する。
むしろ，もはや騒されたのはあなた方だけしかいないといって下さい。
そして，あなた方にそのことを納得してもらうために，私がラ・フォ
ルス (LaForce), 舞台での芸名はジル・ル・ニエ (Gillesle Niais) 
であること，あなた方の性格を知るために 3• 4回訪問したこと，そ
して，あなた方は騒しやすいことがわかったので，私たちは，仲間と
私とで，全ての作家たちの名声や彼らの新作を調査したことを知って
下さい。私たちはいくつかのプレシューな言葉を覚えました。そして，
私たちはそれから，私があなた方といる時に，詩人がここへやって来
て自分の作品を読み，あなた方を騒すために私が全てに感心して見せ
るということで意見が一致したのです。私とともにいるこのフランカ
ンは，私たちの一座に所属しておりますが，彼は自分の役をうまく演
じました。そして，オ人の真似をして侍女を騒すことができたので
す。18)
才女たちは， 3人の男性がそれぞれ自分の身分を偽っていたことを知り，
愕然とする。ここで，彼女たちを取り巻いていたはずのプレシューな仲間
の真実が明らかになり，「プレシューな共同体」は解散を余儀なくされる。
騒されなかったのは，皮肉なことに，良識をそなえた侍女のベアトリクス
ただ 1人であった。
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おわりに
ソメーズは，劇の結末でアルテミズとイカリーを孤立させることによっ
て，交際相手となる仲間を必要とするオ女たちの弱点を暴いている。結局，
『真のオ女たち』もオ女を辛辣に諷刺する作品に仕上がっている。確かに，
『オ女気取り』と比較すれば，筋の展開が極めて単純なので，この作品は，
模倣することから生じる稚拙な印象を免れない。しかし，小さな作品であ
ることが，かえって，オ女たちの特徴を鮮明に描き出すことに成功してい
るともいえる。この作品において注目すべき点は，劇の前半で徹底的に批
判される「プレシューな言葉」が，プレシューな人々のエリート意識を解
明するのに大変有効な手掛かりであること，また，オ女たちを滑稽化する
のにモリエールと同じ手法が用いられているとはいえ，劇の結末でオ女た
ちの「プレシューな共同体」が崩壊することは，オ女たちの存在を危う＜
する重大な意味をもっていることである。このように，『真のオ女たち』
をプレシオジテに関する 1つの資料として見るならば，ソメーズもまた，
同じ 17世紀に生きる人間として，「オ女」という女性像に強い関心を抱
いていたことがわかるのである。
なお，オ女たちの言葉の問題については，今後の課題としたい。
（本学非常勤講師）
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